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分野／Field ；Testing，　 Evaluation

　　　　　　　　　英語習得の熟達度測定指標開発 にっ い て の 考察

　　　　　　　　　　　
一

臼本人の英語能力 を知 るた めに一

An　examination 　of 　the　development　of 　measure 皿ent 　index　in　L2　English 　proficiency

　　
− We　want 　to　know　to　what 　extent 　the　learners　have　acquired 　English　一

　　　　提案者 1　 若林茂則 （中央大学）

　　　　提案者 2　 村野井仁 （東 北学 院大学）

司会者 ・提案者 3　 白畑知彦 （静腿大学）

◆シ ン ポジ ウム の 目的

　本シ ン ポ ジ ウム の 目的は 、 日本 の 学校現 場で英語 を学習す る H本語 母語話者 （便宜上

「日本人」 と表記す る場合 あり）の 、英語 熟達度 を客観的に評価す るテス トを開豬す るた

めの 方法論 を検討す るこ とにある 。

　 N 本で は 中学校 か ら英語 を教科と して 学習す るが
、 学習者が どの 程度の レ ベ ル （熟達

度〉にい るの か 、 客観的に把 握す る評 価方法が今 の とこ ろない
。 英語検 定試験 （英検）な ど

の レ ベ ル 別テ ス トは ある。 しか し
、 例 えば英検 3級 を取得す る とそれ は 「中学校卒業程

度 の 英語 レ ベ ル 」 と言われ た りす るが 、こ の よ うな指標 は きわ め て 曖昧で 、
「中学校卒 業

程 度」とはい か な る英語能力を指すの で あろ うか 、 明確で は ない
。

「日常会話に 困 らない 」

とい っ た漠 然 と した表現で は な く、 も っ と具体的 にその 熟達度 を指 し示 す指標の提示 が

求め られ よ う。 また 、英検や TOEICな どは 、 そ の テ ス トを受けた学習考の みの 結果 を基 に

して い るだ けで あ り、 当然、受験 して い ない 他 の 学習者の 熟達度 は分 か らない
。 日本 全

体の 中学 3 年生の 本当の 英語 熟達度 を把握するた めに は 、
「全頭検査」を実施す るか 、

「ラ

ン ダム ・サ ン プ リン グ」で調査 を行 う必要性 が生 じて くる （根岸雅史氏 か らの 私信）。

　ま た 、 別の 観点か ら次の よ うな こ とも言 える で あろ う。 すな わ ち 、 日本語 をN 語 とす

る英語学習者の 英語 習得過程 には、他 言語 を母語 とした学習者 と類似 した習得過程 を示

す部分 と 、 学習者の 母語の 影響が 顕著に 現れ る部分 が あるこ とが 、 こ れ まで の 書語習 得

研 究 で指摘 され て きて い る 。 文法形態素 、 疑問文 の 語順 、 否定文の 語順 などに つ い て は 、

多 くの 入 門書が普遍 的な発 達順序の 存在 を示唆す る研 究を紹介 して い る 。 こ れ らの 実験

デ ー タ が真実に 近い もの で あ るな らば 、 少 な くとも文法の 習得 にお い て は 、 こ うい っ た

先行研 究結果 が 学習者の言語発達 の 指標作成に役 立 つ 可能性 が あるだ ろ う。 こ の よ うな

観点か らの 議論 もして い きた い
。

　上述 した 内容を基 に、本 シ ン ポ ジ ウム で は 、 どの よ うな言語 調査 を実施すれ ば 、 日本

人の 英語熟達度を適切 に調査 し把握で きる指標 とな り得 るか 、 そ の 可能性を探 っ て い く。

以 下 に 、 発 表者 3 人 の 要 旨を順に載せ る。

◆若林 （提 案者 1） の 発表 要旨 ：

　文法形態素の 習得 ・使用 と 、 wh 疑問文の 習得 ・ 使用 に っ い て 、 高校生ならび に大学生

か ら集めたデー タ を示 しなが ら 、 従 来 の 研 究で は 明 らか に され なか っ た 葭本語 の影響な
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どを明 らか にす る 。 特に 、 口頭和 文英訳を含む 産 出 と読解にお ける文 の オ ン ライ ン 処理

とい う点か ら第二 言語発達に つ い て 考え る 。

◆村 野井 （提案者 2 ）の 発表要 旨 ：

　文法の 発達段 階か ら見た英語熟達度につ い て 考察す る 。 第二 言語 の 文法 習得 にお い て

一
定の 発達段階が見 られ る こ とが近年の 第二 言語 習得研究に よっ て 明らか に されて きて

い る 。 こ れ らの 発 達段階を 日本人英語学習者の 英語熟達度の 指標 として 利用す るこ とが

可能か ど うか を本発表 で は検討 したい
。

　発達段 階につ い て の 研 究が ある程度蓄積 され て い る文法項 目 （テ ン ス ・ ア ス ペ ク トお

よび疑問文構造）に焦点を絞 り、 まず 、
こ れ らの 文法項 目の 使用 を段階 ご とに引き出す

誘 出テ ス ト（elicitation 　 test）の 提 案を行 う。
テ ン ス ・ ア ス ペ ク トに 閼 して はBasic

Varietyに 関する研 究お よび ア ス ペ ク ト仮説 を主な枠組み として第二 言語発達段階の 特

定 を試 み る 。 疑問文構造の 発達段 階特定につ い て は処理 可能性理論の 応 用 を試 み る。 提

案され た誘出テ ス トの 予備実験を 、 日本人 大学生を被験者 として 実施す る 。 その デー タ

を用い て 、本テ ス トで 測定 され た文法熟達度 と総合的英語熟達度 を測 るテ ス トとの 相 関

を調べ
、 文 法の 発達段階か ら 日本人英語 学習者の 英語 熟達度を見 る こ との 可能性お よび

問題点を検討す る。

◆ 白畑 （提案者 3 ）の 発表要旨

　白畑が現在 開発 して い る英語熟達度テ ス トにっ い て紹介す る 。 白畑 は 、 日本の 中学生

か ら大学生 ・社会人まで を対象に 実施可 能 な統一的英語テ ス ト問題の 開発を試み て い る。

そ の 予備的段 階 と して 、 2006年 3 月 に 、 中学校 3 年生を対象者 と し 、 比 較的大規模に 熟

達度テ ス トを実施 した 。 文法 、 語彙 、 4 技能を個別に テ ス トし た
。 す な わ ち 、 どの 文 法

項 目が どの 程度理解 され て い る と 、 どの 程度 4 技能 が身にっ い て い るか 、 そ の 相関関係

を明 らか に する こ とが テ ス ト開発 の 目的で ある 。 本シ ン ポジ ウム で はそ の 実験手法 を中

心に 説 明 し 、 そ の 妥当性に っ い て フ ロ ア か らご意見を頂戴 したい 。

◆シ ン ポジ ウム の 進 め方

　シ ン ポジ ウム の 流れ は 、 概略次の よ うに 計画 して い る。

  全体的説 明 （司会者）4分　→ 　  提案者 1 の 発表 17分　→ 　  提案者 2 の 発表 17

分　→ 　  提 案者 3 の 発表 17分　→ 　  提 案者 間で の 議論 10分 →   フ ロ ア を交 えた

議論 22分　→ 　  ま とめ （司会者） 3分

（本研究は 、 平成 17年度科研 費基盤研 究 （A）（1）「第二 言語習得研 究 を基盤 とす る小 、

中、 高 、 大の 連携を はか る英語 教育の 先導的基礎研究」 （研究代表 者 ・小池生夫）の 補助

を受 けた もの で あ る。 ）
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